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令和８年第１回定例会の予定 ･････ 裏表紙

生中継・録画中継で
本会議を傍聴できます。

鉾田市議会　中継 検　索

鉾
田
花
火
大
会

鉾
田
花
火
大
会
（
令
和
７
年
11
月
８
日
）

１年間の主な活動日誌……………………… P2～P3
令和７年第７回臨時会・令和７年第４回定例会…P4～P5
ここが聞きたい！
　　　　一般質問11人が質問しました… P6～P12
視察受入・行政視察…………………………………P13
委員会活動報告…………………………… P14~P15

鉾田市マスコット
キャラクター

一般質問は
　11人の議員が
　　質問したよ！



１月
14
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
第
２
回
議
員
研
修
会

　
　
　
正
副
委
員
長
会
議

17
日　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

29
日　
第
１
回
臨
時
会

４月
11
日　
全
員
協
議
会

21
日　
議
会
運
営
委
員
会

25
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
第
３
回
臨
時
会

　
　
　
議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

２月
１
日　
議
会
報
告
会

３
日　
大
分
県
杵
築
市
視
察
受
入

５
日　
北
海
道
旭
川
市
視
察
受
入

　
　
　
議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

14
日　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
第
２
回
研
修
会

18
日　
予
算
内
示
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

25
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

５月
８
日　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

19
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

23
日　
第
４
回
臨
時
会

　
　
　
全
員
協
議
会

30
日　
議
会
運
営
委
員
会

３月
３
日　
議
会
運
営
委
員
会　

３
日
～
25
日　

　
　
　
第
１
回
定
例
会

３
日　
全
員
協
議
会

６
日　
議
会
運
営
委
員
会

７
日　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

10
日　
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

12
日　
全
員
協
議
会

14
日　
予
算
特
別
委
員
会(

経
済
建
設
分
科
会)

17
日　
予
算
特
別
委
員
会(

総
務
企
画
分
科
会)

18
日　
予
算
特
別
委
員
会(

厚
生
文
教
分
科
会)

21
日　
予
算
特
別
委
員
会(

全
体
会)

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

25
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

31
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
第
２
回
臨
時
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

６月
５
日
～
20
日　

　
　
　
第
２
回
定
例
会

５
日　
全
員
協
議
会

11
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

16
日　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

17
日　
経
済
建
設
常
任
委
員
会

18
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

20
日　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

令 和 ７ 年
主 な

活 動 日 誌
議会報告会大船渡市災害義援金寄託

大竹海岸現地視察

令
和
７
年
主
な
活
動
日
誌
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７月
８
日　
議
会
運
営
委
員
会

10
日　
全
員
協
議
会

14
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
第
５
回
臨
時
会

　
　
　
百
里
基
地
・
茨
城
空
港
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
正
副
委
員
長
会
議

　
　
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

10月
６
日　
議
会
運
営
委
員
会

10
日　
第
６
回
臨
時
会

８月
21
日　
百
里
基
地
・
茨
城
空
港
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

25
日　
議
会
運
営
委
員
会

８
月
29
日
～
９
月
29
日　

　
　
　
第
３
回
定
例
会

29
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
正
副
委
員
長
会
議

11月
４
～
６
日　

　
　
　
総
務
企
画
常
任
委
員
会
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会　
合
同
視
察
研
修

14
日　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
第
１
回
議
員
研
修
会

19
日　
議
会
運
営
委
員
会

25
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
第
７
回
臨
時
会

28
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

９月
３
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

９
日　
原
子
力
施
設
の
安
全
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

16
日　
決
算
特
別
委
員
会(

総
務
企
画
分
科
会)

17
日　
決
算
特
別
委
員
会(

経
済
建
設
分
科
会)

18
日　
決
算
特
別
委
員
会(

厚
生
文
教
分
科
会)

22
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会(

全
体
会)

24
日　
経
済
建
設
常
任
委
員
会

25
日　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

26
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

29
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
百
里
基
地
・
茨
城
空
港
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

12月
４
日
～
19
日　

　
　
　
第
４
回
定
例
会

４
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
正
副
委
員
長
会
議

９
日　
議
会
運
営
委
員
会

15
日　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

16
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

17
日　
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
百
里
基
地
・
茨
城
空
港
に

　
　
　
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
第
１
回
議
員
研
修
会

　
　
　
全
員
協
議
会

19
日　
議
会
運
営
委
員
会

令 和 ７ 年
主 な

活 動 日 誌
鉾田市商工会青年部との意見交換会

議員研修会

令
和
７
年
主
な
活
動
日
誌
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令
和
７
年
第
７
回
臨
時
会

 主 な 日 程 
11
月
25
日〔
火
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
開
会

　
　
　
　
　
　
・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
　
　
　
　
・
会
期
の
決
定

　
　
　
　
　
　
・
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
・�
市
長
所
信
表
明
並
び
に
提
出
議
案�

説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決 

�

（
議
案
第
１
号
及
び
報
告
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
・
閉
会

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会

　 主 な 日 程 　
12
月
４
日〔
木
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
開
会

　
　
　
　
　
　
・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
　
　
　
　
・
会
期
の
決
定

　
　
　
　
　
　
・
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
・�

市
長
提
出
議
案
説
明�

（
議
案
第
１
号
か
ら
第
９
号
）

12
月
９
日〔
火
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
一
般
質
問

12
月
10
日〔
水
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
・�

市
長
提
出
議
案
説
明�

（
議
案
第
10
号
か
ら
第
15
号
）

12
月
15
日〔
月
〕総
務
企
画
常
任
委
員
会

12
月
16
日〔
火
〕厚
生
文
教
常
任
委
員
会

12
月
17
日〔
水
〕経
済
建
設
常
任
委
員
会

12
月
19
日〔
金
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
議
案
第
１
号
か
ら
第
15
号
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
・�

市
長
提
出
議
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決�

（
議
案
第
16
号
か
ら
第
17
号
）

　
　
　
　
　
　
・�

陳
情
第
07
ー
１
号
及
び
第
07
ー
２
号
委
員
長
報
告
・�

質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
・
鉾
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

　
　
　
　
　
　
・
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
・
議
員
派
遣

　
　
　
　
　
　
・
閉
会

　 概 　 　 要 　
　
令
和
７
年
第
７
回
臨
時
会
は
、
11
月
25
日
の
１
日

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
市
長
か
ら
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

号
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
損
害
賠
償
の
額

の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て
報
告
１
件
が
提
出
さ
れ
、

慎
重
な
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

全会一致で可決した議案等／ 報告を要する案件
会議名 議　　　案　　　等

第７回
臨時会

第１号 令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第９号）
報告
第１号

専決処分事項の報告について
　損害賠償の額の決定及び和解について

市長提出議案
概要はこちら

令
和
７
年
第
７
回
臨
時
会　
主
な
日
程　
／　
概
要　
／　
提
出
議
案
と
審
議
結
果　
・　
令
和
７
年
第
４
回
定
例
会　
主
な
日
程
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　 概 　 　 要 　
　
令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
４
日

か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
市
長
か
ら
鉾
田
市
印
鑑
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
の
他
、
鉾
田
市
総
合
計

画
策
定
に
係
る
委
託
料
や
小
学
校
体
育
館
へ

の
空
調
設
備
設
置
工
事
費
等
の
経
費
を
計
上

す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
第
（
10
・
11
号
）

な
ど
17
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
11
名
の
議
員
か
ら
通
告
が

あ
り
、
新
庁
舎
建
設
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対
策
、
救
急
搬
送
に
お

け
る
選
定
医
療
費
の
徴
収
、
副
市
長
職
の
あ

り
方
に
つ
い
て
な
ど
多
く
の
質
問
が
な
さ
れ

ま
し
た
。 

（
☞
Ｐ
６
～
Ｐ
12
）

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
、
陳
情
審
査

と
併
せ
「
鉾
田
市
消
防
団
組
織
再
編
等
に
向

け
た
取
組
」「
鉾
田
市
Ｄ
Ｘ
の
現
状
と
課
題
」

な
ど
4
点
の
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は
「
大
竹
海

岸
養
浜
工
事
の
進
捗
」
に
つ
い
て
現
地
に
赴

き
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
厚
生
文

教
常
任
委
員
会
で
は
陳
情
審
査
と
併
せ
「
地

域
ク
ラ
ブ
推
進
の
現
状
」「
幼
稚
園
教
育
の

現
況
」
な
ど
4
点
の
所
管
事
務
調
査
を
行
い

ま
し
た
。 

（
☞
Ｐ
14
～
Ｐ
15
）

　
今
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
全

て
可
決
さ
れ
、
陳
情
第
07-

１
号
及
び
第
07-

２
号
は
趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
入
江
議
長
に
対
し
、
議
長
と
し
て
公

平
性
に
欠
け
議
会
内
に
不
信
と
混
乱
を
生
み

出
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
動
議
（
議
長
辞

職
勧
告
決
議
）
が
亀
山
議
員
か
ら
所
定
賛
成

者
の
も
と
提
出
さ
れ
、
質
疑
後
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

全会一致で可決した議案等

第
４
回
定
例
会

第１号 鉾田市印鑑条例の一部改正について
第２号 鉾田市税外収入金の督促手数料及び延滞金徴収条例の一部改正について
第３号 鉾田市中小企業事業資金融資あっせん条例の一部改正について
第４号 鉾田市子ども・子育て会議条例の一部改正について
第５号 鉾田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
第６号 鉾田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

第７号 鉾田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正に�
ついて

第８号 令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第10号）
第９号 鉾田市監査委員の選任について（伊藤 幸夫氏）
第10号 鉾田市職員の給与に関する条例等の一部改正について
第11号 令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第11号）
第12号 令和７年度鉾田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
第13号 令和７年度鉾田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
第14号 令和７年度鉾田市介護保険特別会計補正予算（第２号）
第15号 令和７年度鉾田市水道事業会計補正予算（第１号）
第16号 鉾田市教育委員会委員の任命について（石田 かおり氏）
第17号 鉾田市教育委員会委員の任命について（戸島 順子氏）
陳情
第07-1号 陳情書の書式制定、又、有効活用してもらう件に関する陳情書  〔趣旨採択〕

陳情
第07-2号

臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止し、国民が知らずに犯罪に巻き込まれる�
ことを防ぐための環境整備等を求める意見書提出の陳情  〔趣旨採択〕

各議員の賛否が分かれた議案等

会
議
名

議員名

議案等

関
根
正
史

久
保
田　
豊

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

亀
山　

彰

小
沼　

勝

根
嵜　

眞

水
上
美
智
子

入
江　

晃

岩
間
勝
栄

米
川
宗
司

山
口　

德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野　

衛

採
決
結
果

第
４
回

定
例
会

議長辞職
勧告決議※ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ － ○ ● 除 ○ ● ● ● ● ● 可

決

○：議案等に賛成、●：議案等に反対、退：退席、欠：欠席、除：除斥、－：議長の職務代行のため副議長は採決に加わりません。
※辞職勧告決議とは　�議員等の辞職を勧めることを内容とし議会として意思を表明すること。議会の意思決定の１つで法的

拘束力はなく、勧告に従って辞職する法的義務を負うことはない。

市長提出議案
概要はこちら

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会　
概
要　
／　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果
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ここが聞きたい!! 一般質問ここが聞きたい!! 一般質問

一般質問とは？
議員が市政全般の現状や方針などを問うもので
す。ここでは、一般質問を要約して掲載します !!

鉾田市議会ホームページで
一般質問の会議録を公開しています!

①鉾田市のホームページへアクセス
　「https://www.city.hokota.lg.jp」
②市ガイド内の「鉾田市議会」クリック
③会議録をクリック
※今定例会の会議録は３月上旬公開予定です。

また、各議員の2次元コードを読み込むことで、
一般質問の録画放送を再生できます。

検　索鉾田市議会　会議録

議 員 名 質　問　事　項

堀田　正衛

P7

1 新庁舎・公共施設等、一旦ストッ
プについて

2 飯名地区市有地の土地活用につ
いて

3 ふるさと納税事業について

米川　宗司

P7

1 市政全般について

2 公共施設のあり方について

3 財政について

4 職員について

関根　正史

P8

1 市政運営について

2 新庁舎建設見直しについて

3 職員体制の整備について

4 さつまいも基腐病対策について

土子　勝也

P8

1 国道51号歩道整備について

2 健康増進事業について

3 通学路の安全対策について

4 鉾田市の特産物について

5 市政への取り組みについて

山口　　德
P9

1 鉾田市内の井戸水について

2 令和8年度の予算編成について

議 員 名 質　問　事　項

小沼　　勝

P9

1 救急搬送における選定療養費の
徴収について

2 中学校の再編について
3 特別支援教育の更なる充実について
4 幼保小中の連携について
5 副市長の役割について

水上美智子

P10

1 重点支援地方交付金について
2 市民生活ファーストについて
3 地域おこし協力隊について
4 子育て支援の一環として

亀山　　彰

P10

1 すべての路線バスがなくなる鉾
田市の公共交通について

2 鉾田市内の鳥獣被害の現状について
3 副市長職のあり方について

髙埜　栄治

P11

1
新市長の行政課題・地域課題の認
識と取り組みに向けた手法・新年
度予算計上について

2 高齢者・障害者等の介護負担軽
減・自立生活支援策について

3 新しい地域コミュニティの創造（具
体的な組織・制度設計等）について

鬼澤　治男
P11

1 大洋地区小学校跡地の利用について

2 井川市長が述べた所信表明の9
番目について

高野　　衛

P12

1 市長の所信表明と選挙公約について
2 来年度の予算について

3 最低賃金引上げに伴う中小業者
への支援策について

4 不登校といじめの問題について

5 ピーファス（有機フッ素化合物）
の問題について

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会　
一
般
質
問
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新庁舎・公共施設等整備事業の一時中止について
堀田　正衛

問
市
長
の
所
信
表
明
の
中

で
、
新
庁
舎
・
公
共
施

設
等
整
備
事
業
を
一
時
中
止
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
中
止
の
理

由
と
建
設
候
補
地
の
変
更
等
、

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
伺
う

答
【
市
長
】
今
回
、
新
庁

舎
・
公
共
施
設
等
整
備

事
業
の
現
計
画
を
中
止
し
、
市

民
の
声
を
反
映
し
な
が
ら
、
再

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
も
の

で
す
。
建
設
候
補
地
に
つ
い
て

も
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
改
め
て
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

再
質
問
建
設
候
補
地
に
建

設
し
な
い
可
能
性

も
あ
る
の
か
伺
う
。

答
【
市
長
】
現
時
点
で
は
、

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
改
め
て

検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

再
質
問
選
挙
運
動
用
の
印
刷

物
で
は
、
設
計
業
務

等
の
委
託
契
約
も
し
て
な
い
な

か
で
事
業
費
201
億
円
と
明
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
市
民
に
対

す
る
虚
偽
で
は
な
い
の
か
伺
う
。

答
【
市
長
】
あ
く
ま
で
現

在
の
物
価
上
昇
を
鑑
み

た
場
合
の
金
額
で
あ
り
、
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
私
の
所
信
で
す
。

再
質
問
市
民
に
対
し
て
実

施
の
有
無
を
含
め

て
具
体
的
に
説
明
し
な
け
れ
ば

市
民
は
納
得
さ
れ
な
い
と
思
う

が
如
何
か
。

答
【
市
長
】
当
事
業
に
対

す
る
市
民
の
懸
念
や
理

解
が
十
分
に
深
ま
っ
て
い
な
い

と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、

今
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
し
っ
か
り
判

断
し
て
い
く
こ
と
が
私
の
使
命

と
思
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問
建
設
候
補
地
（
安

房
地
区
）
と
し
て

事
業
に
協
力
さ
れ
た
土
地
所
有

者
等
の
思
い
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
【
市
長
】
私
は
市
庁
舎

建
設
を
実
施
し
な
い
と

は
言
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
般

の
選
挙
戦
を
通
し
て
、
多
く
の

市
民
と
の
会
話
や
聞
き
取
り
を

し
た
結
果
、
市
民
の
懸
念
や
理

解
が
不
十
分
で
あ
る
と
認
識
し

た
も
の
で
、ご
理
解
頂
き
た
い
。

提
言
事
業
協
力
さ
れ
た
土

地
所
有
者
等
に
対
し

て
は
、
し
っ
か
り
対
応
し
て
頂
き

た
い
。

公共施設のあり方について
米川　宗司

問
現
庁
舎
及
び
公
共
施
設
は
老

朽
化
が
進
み
機
能
上
の
課
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
市
長
は
ど
の

よ
う
な
考
え
、
検
証
の
も
と
に
一
時

中
止
の
決
断
に
至
っ
た
の
か
伺
う
。

答
【
市
長
】
新
庁
舎
を
は
じ
め
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対

応
は
当
然
必
要
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
計
画
に
対
す
る
市
民
の
事

業
に
対
す
る
懸
念
が
確
認
で
き
た
こ
と
、

更
に
、
事
業
に
対
す
る
市
民
の
理
解
が

深
ま
り
切
っ
て
い
な
い
状
況
を
確
認
し

た
こ
と
か
ら
、
現
計
画
は
中
止
し
、
改

め
て
再
検
討
す
る
と
い
う
判
断
に
至
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
大
規
模
な
事
業
で
、

市
の
将
来
を
担
う
事
業
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
よ
り
市
民
の
声
を
反
映
し
た
上
で
、

熟
議
の
上
、
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

再
質
問
ど
の
よ
う
に
し
て
市

民
の
事
業
に
対
す
る

懸
念
を
確
認
し
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答
【
市
長
】
先
の
市
長
選
挙

に
お
い
て
、
非
常
に
多
く

の
市
民
と
話
を
し
て
き
た
中
で
私

が
判
断
し
た
こ
と
で
す
。

再
質
問
こ
れ
ま
で
13
回
に
わ
た
り

新
庁
舎
・
公
共
施
設
等
整

備
基
本
構
想
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

新
庁
舎
・
公
共
施
設
等
整
備
基
本
構
想

計
画
の
策
定
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

市
長
が
議
員
在
職
時
に
、
公
共
施
設
の

あ
り
方
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の

会
議
に
お
い
て
建
設
に
否
定
的
な
意
見

を
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答
【
市
長
】
市
民
の
理
解
を
得

て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
私

の
信
条
で
あ
り
、
先
般
の
選
挙
戦
を
通

し
て
、
市
民
の
事
業
に
対
す
る
懸
念
や

理
解
が
十
分
深
ま
っ
て
い
な
い
認
識
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
先
の
選
挙
戦
で
は

一
旦
ス
ト
ッ
プ
と
訴
え
て
参
り
ま
し
た
。

意
見
今
日
に
至
る
ま
で
、議
会
、

市
民
説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
中
で
も
特
に
多
く
の
反

対
意
見
も
な
く
進
ん
で
き
た
こ
と
を
思

う
と
非
常
に
残
念
に
感
じ
て
い
る
。

問
今
後
の
計
画
策
定
に
お
い

て
、
市
民
説
明
会
や
意
見
聴

取
等
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
の
考
え
方
、
及
び
市
民
か

ら
納
得
を
得
る
た
め
の
情
報
公
開
や

広
報
施
策
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
市
長
】
現
時
点
で
、
市
民

の
声
を
反
映
さ
せ
る
手
段
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
る

段
階
で
、
決
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

説
明
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
真

摯
に
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

手
段
と
併
せ
て
、
ど
の
よ
う
な
内
容

で
意
見
を
聴
取
し
て
い
く
の
か
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
の
公
開

や
広
報
施
策
に
つ
い
て
は
、
よ
り
効

果
的
な
方
法
を
模
索
し
て
参
り
ま
す
。

問
こ
れ
か
ら
の
建
設
計
画
に

あ
た
っ
て
想
定
す
る
資
金

調
達
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
経

済
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
市
長
】
ま
ず
は
、
市
民
の

声
を
聞
い
た
上
で
、
方
向
性

を
見
出
し
て
い
く
た
め
、
現
時
点
で
、

財
源
な
ど
具
体
的
に
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

公
共
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
上
で
、
財
源
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
な

ど
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
の
で
、し
っ

か
り
と
考
慮
し
て
参
り
ま
す
。

再
質
問
近
年
の
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
っ
て
は
、
事
業

の
中
止
、
断
念
と
い
う
結
果
も
あ
り

得
る
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
【
市
長
】
当
事
業
は
喫
緊

の
課
題
と
認
識
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
自
ら
進
め
て
い
く
こ
と

が
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
質
問　
堀
田　
正
衛 

議
員　
／　
米
川　
宗
司 

議
員
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サツマイモ基腐病の市の現状と認識、対策等は
関根　正史

問
令
和
７
年
11
月
18
日
、
茨
城

県
は
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に

係
る
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し
た
。

本
市
の
現
状
と
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】
現
時

点
で
市
内
で
の
発
生
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
産
地
を
守
る

た
め
茨
城
県
か
ら
の
情
報
収
集
を
行

う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
市
内
の
実
態
把
握
や
情
報
発
信
な

ど
の
対
策
に
努
め
て
参
り
た
い
。

再
質
問
市
内
農
業
へ
の
影
響

や
危
機
感
に
つ
い
て
伺

う
。答

【
環
境
経
済
部
長
】
本
市

の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
重
要

な
農
産
物
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ

て
お
り
、
病
気
の
発
生
は
、
個
々

の
農
家
に
と
ど
ま
ら
ず
、
産
地
全

体
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と

重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
市
内

で
発
生
し
た
場
合
の
農
業
に
与
え

る
影
響
と
し
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
農

家
に
お
け
る
収
入
、
収
量
の
激
減

や
地
域
全
体
の
商
品
価
値
の
低
下

を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

再
質
問
病
気
の
発
生
防
止
や

拡
大
防
止
の
た
め
の
具

体
的
支
援
や
農
家
へ
の
技
術
指
導
、

啓
発
の
強
化
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】
現
在
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
広
報

紙
、
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
等
を
通
し

て
病
害
の
影
響
や
防
止
方
法
に
つ

い
て
周
知
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

茨
城
県
と
連
携
し
て
本
病
を
持
ち

込
ま
な
い
、
増
や
さ
な
い
、
残
さ

な
い
方
針
で
時
期
に
応
じ
た
対
策

を
し
て
参
り
た
い
。

問
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
対

策
と
発
生
時
の
対
処
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

問
２
㎞
未
満
の
通
学
路
に
つ
い

て
、
危
険
箇
所
を
網
羅
的
に

再
点
検
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
乗
降
場
所
ま
で
の

安
全
確
保
を
含
め
全
体
的
な
対
策

を
講
じ
て
お
り
、
状
況
に
応
じ
て

繁
茂
樹
木
の
伐
採
、
草
刈
り
、
路

面
標
示
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
で
は
、
日
々
の
交
通
安
全
指

導
や
交
通
安
全
教
室
を
実
施
す
る

な
ど
の
交
通
事
故
の
未
然
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、登
校
時
は
、

保
護
者
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
を
得
て
進
め
て
い
ま
す
。

再
質
問
２
㎞
未
満
の
児
童
を

徒
歩
通
学
と
し
て
い

る
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
距
離
を
基

準
と
し
た
明
確
な
規
定
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
的
に
４
㎞

未
満
は
歩
く
と
か
、
児
童
の
健
康

づ
く
り
、
登
下
校
途
中
で
の
交
通

安
全
の
学
習
な
ど
の
効
果
を
含
め

て
２
㎞
未
満
は
徒
歩
に
よ
る
登
下

校
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

再
質
問
令
和
８
年
４
月
開
校

予
定
の
旭
小
学
校
に

お
け
る
２
㎞
未
満
の
通
学
路
は
、

道
が
狭
く
、
雨
天
時
は
特
に
危
険

が
危
惧
さ
れ
る
が
、
児
童
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
現
在
の
旭
地

区
各
小
学
校
か
ら
報
告
さ

れ
た
通
学
路
の
危
険
箇
所
を
踏
ま
え
、

ま
た
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
配
慮

し
つ
つ
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

再
質
問
国
道
５１
号
線
を
横
断

し
て
通
学
す
る
児
童
に

対
す
る
安
全
対
策
と
し
て
、
人
を

配
置
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
注
意
喚
起

や
交
通
安
全
教
育
な
ど
の

答
【
環
境
経
済
部
長
】
現
在
、

市
内
で
の
発
生
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
が
、
一
度
発
生
す
れ
ば

産
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

こ
と
か
ら
、
注
意
喚
起
と
迅
速
な

情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。
今

後
も
新
た
な
情
報
が
入
り
次
第
、

適
切
に
周
知
し
て
参
り
た
い
。
次

に
、
発
生
時
の
対
処
方
法
と
し
ま

し
て
、
茨
城
県
で
の
検
体
検
査
に

よ
り
本
病
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、

茨
城
県
総
合
防
除
計
画
及
び
サ
ツ

マ
イ
モ
基
腐
病
対
策
基
本
方
針
に

基
づ
き
防
疫
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
市
と
し
て
は
、
被
害
拡
大
防
止

の
た
め
の
正
確
な
情
報
発
信
と
初

動
体
制
の
確
保
に
努
め
対
策
に
万

全
を
期
し
て
参
り
ま
す
。

問
市
内
で
本
病
の
発
生
が
確

認
さ
れ
た
場
合
、
市
独
自

の
即
応
態
勢
を
整
え
る
考
え
が
あ

る
の
か
伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】
本
病

が
発
生
し
た
際
は
、
市
は

拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
農
家
だ

け
で
な
く
家
庭
菜
園
を
栽
培
す
る

市
民
を
含
め
た
幅
広
い
周
知
を
講

じ
て
参
り
ま
す
。
併
せ
て
地
域
全

体
で
産
地
を
守
る
意
識
啓
発
を
実

施
し
て
参
り
た
い
。

提
言
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

は
、
農
家
だ
け
で
な
く

市
全
体
の
産
業
と
地
域
経
済
に
直

結
す
る
重
大
な
問
題
で
す
。市
、県
、

Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
り
、
情
報
提
供
、

予
防
対
策
、経
営
支
援
、技
術
指
導
、

中
長
期
の
営
農
支
援
が
必
要
で
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
営
農

継
続
が
で
き
る
よ
う
、
市
と
し
て

積
極
的
な
支
援
と
迅
速
な
情
報
発

信
を
強
く
求
め
ま
す
。

対
策
は
進
め
て
い
き
ま
す
。
地
形

的
問
題
な
ど
対
策
の
必
要
性
が
あ

れ
ば
、
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
関
係
機
関
と
の
協
議
の
中
で

問
題
解
決
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
【
教
育
長
】
子
ど
も
た
ち

の
安
全
対
策
は
最
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答
【
市
長
】
２
㎞
未
満
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
に
つ
い

て
は
、
開
校
時
の
状
況
を
踏
ま
え

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

要
望
小
学
校
か
ら
２
㎞
未

満
の
徒
歩
に
よ
る
登

下
校
の
撤
廃
を
要
望
す
る
。

問
旭
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
へ
の
移
動
の
際
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
福
祉
事
務
所
長
】
学
校

か
ら
旭
地
区
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
ま
で
の
距
離
が
約
１
㎞
で

あ
る
こ
と
か
ら
徒
歩
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
徒
歩
通
学
路
と

同
じ
道
で
す
の
で
、
教
育
委
員
会

と
も
安
全
対
策
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
異
常
気
象
な
ど
に
よ
り
徒

歩
通
学
が
困
難
な
状
況
で

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
福
祉
事
務
所
長
】
熱
中
症

な
ど
荒
天
時
は
、
事
業
者
に

よ
る
バ
ス
送
迎
等
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

再
質
問
全
日
バ
ス
送
迎
す
る

こ
と
が
児
童
に
対
す

る
安
全
対
策
で
は
な
い
の
か
伺
う
。

答
【
福
祉
事
務
所
長
】
市
内
児

童
ク
ラ
ブ
の
公
平
性
を
担
保
し

つ
つ
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

要
望
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
旭
小
学

校
か
ら
旭
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ま

で
の
徒
歩
移
動
の
撤
廃
を
要
望
す
る
。

土子　勝也
旭小学校開校に伴う通学路等の安全対策について

一
般
質
問　
関
根　
正
史 

議
員　
／　
土
子　
勝
也 

議
員
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問
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
に
係
る
市
内
井
戸

水
の
水
質
調
査
の
実
施
件
数

に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】

こ
れ
ま
で
７
回
に
わ

た
り
153
件
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
暫
定
目
標
値
を
超
過

し
た
井
戸
所
有
者
に

対
す
る
支
援
の
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】

補
助
対
象
や
補
助
金

額
等
の
要
件
を
関
係
課
と
協

議
し
、
制
度
設
計
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
暫
定
目
標
値

を
超
過
し
た
井
戸
が
判
明
し

た
隣
接
す
る
小
美
玉
市
と
茨

城
町
及
び
茨
城
県
と
担
当
者

会
議
を
行
い
、
意
見
交
換
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

隣
接
す
る
小
美
玉
市
と
茨
城

町
及
び
茨
城
県
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
共
有
で
き
る
支

援
策
の
具
体
的
な
内
容
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

再
質
問
水
質
調
査
の
結

果
、
国
で
定
め
る

暫
定
目
標
値
を
超
え
た
井
戸

の
水
質
検
査
に
係
る
費
用
負

担
、
上
水
道
へ
接
続
す
る
際
、

給
水
管
宅
内
引
き
込
み
工
事

の
費
用
負
担
、
ア
ル
カ
リ
浄

水
器
導
入
に
伴
う
効
果
に
つ

い
て
伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】

個
人
の
井
戸
は
個
人

の
所
有
物
と
な
り
ま
す
の
で
、

検
査
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
自
己

負
担
に
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

次
に
ア
ル
カ
リ
浄
水
器
の
効
果

に
つ
い
て
は
、メ
ー
カ
ー
に
よ
っ

て
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
除

去
率
が
明
示
さ
れ
て
い
る
製
品

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
詳
細
な
性
能
は
各
メ
ー

カ
ー
に
確
認
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

答
【
上
下
水
道
部
長
】
配

水
管
か
ら
給
水
管
を
宅

内
に
引
き
込
む
場
合
の
費
用
は
、

設
置
す
る
敷
地
の
状
況
が
異
な

る
こ
と
か
ら
お
示
し
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
問
い
合

わ
せ
の
際
は
、
事
前
に
給
水
装

置
工
事
事
業
者
へ
見
積
も
り
の

依
頼
を
さ
れ
て
進
め
ら
れ
る
よ

う
説
明
し
て
い
る
状
況
で
す
。

再
質
問
多
く
の
市
民
が
苦
労

さ
れ
て
い
ま
す
。
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

答
【
市
長
】
市
民
の
健
康

が
最
も
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

も
近
隣
市
町
と
協
議
し
な
が
ら
、

市
政
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

提
言
水
質
に
つ
い
て
不
安

を
抱
え
る
市
民
は
多

い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非

と
も
そ
の
状
況
に
応
じ
た
対
処

を
お
願
い
し
ま
す
。

答
【
市
長
】
市
と
し
て
前

向
き
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

PFOS（有機フッ素化合物）の現状と支援策について
山口　德

園児・生徒等に対する救急要請の判断について
小沼　勝

問
茨
城
県
で
は
令
和
６
年

12
月
２
日
か
ら
救
急
車

で
搬
送
さ
れ
た
患
者
の
内
、
救

急
車
要
請
時
の
緊
急
性
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合
は
、
対
象
病
院

に
お
い
て
、
選
定
療
養
費
を
徴

収
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

市
立
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
中

学
校
に
お
け
る
救
急
車
の
要
請

件
数
、
及
び
選
定
療
養
費
の
有

無
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
令
和
７

年
４
月
か
ら
11
月
ま
で

の
救
急
搬
送
件
数
は
６
件
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
内
、
選
定
療
養

費
の
徴
収
対
象
と
な
る
病
院
へ

の
搬
送
は
１
件
あ
り
ま
し
た

が
、
緊
急
性
が
認
め
ら
れ
た
た

め
選
定
療
養
費
の
徴
収
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

問
水
戸
市
や
つ
く
ば
市
で

は
、
病
院
か
ら
選
定
療

養
費
を
徴
収
さ
れ
た
保
護
者
に

対
し
て
、
補
助
制
度
を
創
設
し

た
が
、
本
市
で
の
制
度
創
設
に

取
り
組
む
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
水
戸
市

に
お
い
て
、
令
和
７
年

１
月
と
２
月
に
学
校
の
判
断
で

救
急
車
を
呼
び
、
緊
急
性
が
な

い
と
判
断
さ
れ
て
選
定
療
養
費

を
徴
収
さ
れ
る
事
例
が
実
際
に

発
生
し
た
た
め
、
制
度
化
し
た

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
茨

城
県
よ
り
命
に
関
わ
る
よ
う
な

緊
急
時
は
、
迷
わ
ず
救
急
車
を

呼
ぶ
こ
と
、
救
急
車
を
呼
ぶ
か

迷
っ
た
ら
、
救
急
電
話
相
談
へ

電
話
す
る
こ
と
と
通
知
が
あ
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
学
校
が
救

急
車
の
要
請
を
躊
躇
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
各
学
校
へ
周
知
し

て
指
導
・
助
言
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。制
度
創
設
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

再
質
問
現
在
の
学
校
等
に
お

け
る
生
命
に
関
わ
る

緊
急
性
を
判
断
す
る
た
め
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
緊
急
性

の
判
断
に
つ
い
て
は
、
こ

の
場
合
は
緊
急
性
が
あ
る
、
こ
の

場
合
は
様
子
を
み
る
と
い
う
も
の

が
数
多
い
事
例
を
基
に
示
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

提
言
市
で
は
、
園
児
・
生

徒
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の

情
報
を
考
慮
し
た
上
で
、
緊
急

性
に
対
す
る
判
断
が
的
確
に
な

さ
れ
る
よ
う
進
め
て
欲
し
い
。

答
【
市
長
】
市
立
幼
稚
園
、

小
中
学
校
に
対
す
る
緊

急
搬
送
要
請
時
の
補
助
に
つ
い

て
は
、前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

一
般
質
問　
山
口　
德 

議
員　
／　
小
沼　
勝 

議
員
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物価高騰支援として新たに交付される重点支援地方交付金の使途は
水上 美智子

路線バス廃線後の本市公共交通の考えは
亀山　彰

問
令
和
８
年
３
月
31
日
で

市
内
路
線
バ
ス
は
高
速

バ
ス
を
除
き
、
全
て
廃
線
の
発
表

が
さ
れ
、
高
齢
者
や
生
徒
・
児
童

な
ど
交
通
弱
者
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
不
安
の

声
が
聞
か
れ
る
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス

や
市
外
へ
の
足
と
し
て
タ
ク
シ
ー

助
成
事
業
が
あ
る
が
、
双
方
と
も

認
知
度
が
低
く
利
便
性
や
料
金

に
つ
い
て
不
満
の
声
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
中
、
市
外
へ
の
公
共
交

通
網
整
備
を
考
え
た
と
き
に
近

隣
自
治
体
と
の
協
力
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
他
自
治
体
で
行
わ

れ
て
い
る
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
と
の
連
携
に
つ
い
て

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
【
市
長
】
市
外
へ
の
公

共
交
通
網
整
備
は
、
近

隣
自
治
体
と
の
連
携
が
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
継
続
的
な
利
用
が

不
可
欠
で
、
解
決
す
べ
き
課
題

は
多
く
あ
る
。
私
も
公
約
に
掲

げ
た
鉾
田
鹿
嶋
間
ル
ー
ト
の
創

設
等
、
市
民
の
足
の
確
保
に
つ

い
て
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
を

含
め
た
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
施
策
が
本
市
に

と
っ
て
最
適
で
あ
る
か
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

提
言
本
市
の
脆
弱
な
交
通

網
か
ら
鉾
田
市
に
住

む
の
を
諦
め
、
住
居
を
市
外
に
移

し
農
業
を
鉾
田
市
で
行
う
方
が

増
え
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
一
方

で
鉾
田
市
に
戻
り
た
い
、
住
み
た

問
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
地
域
の
支
援
を
目

的
に
新
た
に
重
点
支
援
地
方
交

付
金
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に

伴
い
、公
明
党
鉾
田
市
議
団
は
、

市
長
へ
物
価
高
騰
か
ら
市
民
生

活
を
守
る
た
め
の
緊
急
提
言
の

要
望
書
を
提
出
し
、
効
果
的
な

取
組
み
を
着
実
か
つ
迅
速
に
実

行
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
し

た
。

　
こ
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金

の
概
要
と
、
本
市
は
ど
の
よ
う

な
事
業
を
検
討
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】
本

交
付
金
制
度
は
、
こ
れ

ま
で
令
和
５・６・７
年
度
に
実

施
し
て
き
た
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業
と
同
じ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

食
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
た
生
活
者
や
事
業
者

に
対
し
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
て
必
要
な
支
援
を
細
か
に
実

施
で
き
る
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー

実
施
の
た
め
、
国
の
補
正
予
算

で
重
点
支
援
地
方
交
付
金
が
追

加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
が

示
す
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、

新
た
に
食
品
の
物
価
高
騰
に
対

す
る
特
別
加
算
と
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
賃
上
げ
環
境

整
備
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
の
実
情
に
合
っ
た
物
価

い
と
思
う
大
学
生
や
高
校
生
な
ど

の
若
者
も
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
近
隣
自
治
体
と
比
べ
割
高
な

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
の
料
金
や

利
用
者
の
利
便
性
に
欠
け
る
点
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
連
携
、
鹿
嶋

市
や
大
洗
町
な
ど
の
広
域
的
な

連
携
な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
検
討

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
高
齢
者
の
運
転
免
許
返

納
を
勧
め
る
声
が
あ
る

が
、
公
共
交
通
網
の
脆
弱
な
鉾

田
市
に
と
っ
て
、
返
納
し
た
ら

買
い
物
や
病
院
等
へ
の
足
が
絶

た
れ
る
と
と
も
に
、
引
き
こ
も

り
や
認
知
症
等
の
病
気
の
発
症

な
ど
、
健
康
寿
命
を
縮
め
る
こ

と
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
そ
こ

で
視
点
を
変
え
、
車
両
へ
の
安

全
補
助
装
置
を
整
備
す
る
応
援

に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
【
総
務
部
長
】
所
有
す

る
自
家
用
車
に
対
し
、

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み

間
違
い
防
止
装
置
等
の
安
全
運

転
補
助
装
置
の
取
付
け
に
対
し

補
助
金
を
交
付
す
る
自
治
体
も

あ
る
。
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事

故
防
止
や
被
害
の
軽
減
に
つ
い

て
は
、
大
き
な
課
題
と
認
識
し

て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
ど
の

よ
う
な
取
組
み
が
市
民
の
安
全・

安
心
に
繋
が
る
か
、
先
進
地
の

取
組
み
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

提
言
こ
の
問
題
は
社
会
問

題
と
考
え
ま
す
の
で
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
観
点
の
施

策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
全
庁
を
挙

げ
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

高
騰
対
策
が
速
や
か
に
実
施
で

き
る
よ
う
全
庁
的
に
情
報
共
有

し
、国
の
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
っ
た

内
容
で
各
課
に
お
い
て
事
業
検

討
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

実
施
時
期
は
、速
や
か
に
支
援

を
要
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、可
能
な
限
り
早
い
段
階
で

の
予
算
上
程
を
考
え
た
い
。

再
質
問
事
業
検
討
は
、
国

の
推
奨
事
業
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
検
討
し
て
い
る
の

か
、
若
し
く
は
そ
れ
以
外
の
事

業
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】
国

の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
の
方

で
検
討
し
て
い
る
。
今
回
は
国

の
予
算
規
模
が
２
兆
円
と
か
な

り
大
き
い
こ
と
か
ら
、
今
回
、

鉾
田
市
の
方
に
は
約
４
億
円
程

度
が
交
付
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
幅
広

に
効
果
的
な
も
の
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

提
言
こ
の
事
業
を
検
討

す
る
う
え
で
重
視
す

る
点
と
し
て
、
即
効
性
、
事
務

コ
ス
ト
の
最
小
化
、
公
平
性
の

３
つ
が
大
事
と
思
う
。
対
象
者

を
広
く
、
市
民
の
皆
様
に
、
こ

の
交
付
金
が
還
元
で
き
る
よ
う

な
取
組
み
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
物
価
高
対
策
の
支
援
を
少

し
で
も
早
く
届
け
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
質
問　
水
上　
美
智
子 

議
員　
／　
亀
山　
彰 

議
員
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問
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
在

宅
介
護
及
び
老
々
介
護
の

実
態
な
ら
び
に
介
護
給
付
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
福
祉
保
健
部
長
】
令
和

６
年
度
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
は
延
べ
約
一
万
七
千
人
、

老
々
世
帯
は
約
二
千
六
百
で
あ
る
。

答
【
福
祉
事
務
所
長
】
障
が

い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
約
三
十
名
で
あ
る
。
相
談
支
援

専
門
員
を
配
置
し
相
談
対
応
を
図

り
、
家
族
対
応
が
困
難
な
場
合
は

成
年
後
見
制
度
等
を
活
用
し
支
援

に
当
た
っ
て
い
る
。
老
障
介
護
の
家

族
負
担
に
つ
い
て
も
軽
減
の
た
め
相

談
や
訪
問
活
動
の
充
実
に
努
め
る
。

問
人
間
の
尊
厳
に
係
る
排
泄

に
関
し
て
、
お
む
つ
等
利

活
用
の
相
談
及
び
研
修
会
の
実
績

と
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
福
祉
事
務
所
長
】
お
む

つ
等
利
用
に
特
化
し
た
相

談
会
や
研
修
会
は
開
催
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
市
内
民
間
事
業
所
に
委
託

し
た
家
族
を
対
象
に
し
た
介
護
教

室
を
実
施
し
て
い
る
。
ご
指
摘
の
よ

う
に
在
宅
介
護
に
お
け
る
排
泄
に
関

す
る
課
題
は
重
要
と
認
識
し
て
お

り
、
今
年
度
中
に
市
主
催
の
排
泄
ケ

ア
に
特
化
し
た
研
修
会
を
実
施
す
る

方
向
で
調
整
し
た
い
。

再
質
問
『
高
齢
者
福
祉
計
画
及

び
第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画
』
で
掲
げ
る
家
族
介
護
教
室
事

業
の
目
標
値
達
成
及
び
在
宅
慰
労
金
支

援
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
福
祉
保
健
部
長
】
慰
労

金
支
援
事
業
は
、
令
和
６

年
度
実
績
は
な
く
、
現
行
の
要
介

護
３
以
上
で
は
該
当
者
は
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
ご
指
摘
の
よ
う
に

検
討
課
題
と
し
て
い
る
。

問
高
齢
者
・
障
害
者
が
利
用
す

る
公
共
施
設
ト
イ
レ
等
の
お

む
つ
入
れ
及
び
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト

の
設
置
等
の
環
境
整
備
と
民
間
大
型
施

設
へ
の
設
置
奨
励
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
福
祉
保
健
部
長
】
お
む

つ
入
れ
に
つ
い
て
は
、
公

共
施
設
で
は
大
小
の
差
は
あ
る
も

の
の
ほ
ぼ
設
置
さ
れ
て
い
た
が
未

設
置
の
場
所
に
つ
い
て
は
今
後
対

応
す
る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
一
箇
所
の
み
の
設
置
で

あ
る
。
民
間
施
設
に
お
い
て
は
、

聞
き
取
り
調
査
し
た
結
果
、
お
む

つ
入
れ
及
び
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト

の
設
置
つ
い
て
は
考
え
が
十
分
浸

透
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
高

齢
者
・
介
護
を
受
け
る
者
・
障
が

い
者
の
外
出
す
る
際
の
不
安
を
解

消
で
き
る
環
境
整
備
の
必
要
性
に

つ
い
て
再
認
識
を
し
た
。
再
点
検

を
行
い
国
・
県
補
助
制
度
の
確
認

を
行
う
と
と
も
に
、
民
間
事
業
所

へ
の
周
知
・
説
明
を
進
め
る
。

提
言
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

外
出
は
、
認
知
症
・
疾

病
予
防
に
つ
な
が
る
。
社
会
性
を

生
み
出
す
フ
レ
イ
ル
対
策
の
上
で

も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
メ
ロ
ン
・

野
菜
生
産
日
本
一
の
ま
ち
だ
け
で
な

く
、
当
該
事
業
等
に
取
り
組
む
こ

と
で
福
祉
・
教
育
文
化
で
も
県
内

で
ト
ッ
プ
の
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
全

国
に
発
信
で
き
る
と
思
う
。
是
非
、

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

問
大
洋
地
区
小
学
校
跡
地
利

用
に
充
当
す
る
公
共
事
業

等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
（
公
適

債
）
の
条
件
と
適
応
、
市
に
と
っ
て

予
算
執
行
の
面
で
有
利
な
事
業
展

開
を
伺
う
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】
本
地

方
債
事
業
を
借
入
れ
す
る

に
は
、
公
共
施
設
等
個
別
施
設
計
画

に
位
置
付
け
、
か
つ
集
約
化
、
複
合

化
等
に
伴
う
施
設
整
備
事
業
で
す
る

こ
と
が
条
件
と
な
る
。
条
件
適
応
の

場
合
は
、
事
業
費
に
対
し
借
入
割
合

90
％
、
そ
の
借
入
額
の
50
％
が
交
付

税
措
置
さ
れ
る
。
つ
ま
り
借
入
額
の

半
分
を
国
が
補
填
し
、
市
の
実
質
返

済
額
は
半
額
と
な
り
財
政
的
に
非
常

に
有
利
で
あ
る
。
ま
た
集
約
化
に
伴

う
統
合
前
の
既
存
施
設
を
除
却
す
る

場
合
は
、
昨
年
度
迄
は
交
付
税
措
置

の
な
い
地
方
債
だ
っ
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
施
設
整
備
し
た
場
合
と
同
様

50
％
の
交
付
税
措
置
が
受
け
ら
れ
る

改
正
が
な
さ
れ
た
。
但
し
、
何
れ
の

場
合
も
集
約
化
に
よ
る
統
合
前
の
既

存
施
設
の
売
却
か
除
却
を
統
合
後
の

施
設
供
用
開
始
か
ら
５
年
以
内
に
行

う
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

　
次
に
、
予
算
執
行
の
面
で
は
、
大

洋
小
に
つ
い
て
は
建
設
時
財
源
と
し

て
本
事
業
債
を
活
用
し
て
お
り
、
今

後
は
統
合
前
の
旧
小
学
校
が
解
体

と
な
っ
た
場
合
の
財
源
と
し
て
も
活

用
を
考
え
て
い
る
。
何
れ
も
交
付
税

措
置
を
受
け
る
に
は
、
令
和
８
年
度

末
迄
に
統
合
前
の
旧
小
学
校
４
校

の
売
却
又
は
除
却
が
必
要
と
な
る
。

間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
小
学
校
建

設
時
に
借
入
れ
た
８
億
円
の
半
分

約
４
億
円
の
損
失
と
、
今
後
除
却
し

た
場
合
の
解
体
費
用
の
約
半
分
の

交
付
税
措
置
が
受
け
ら
れ
な
い
。

　

大
洋
地
区
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
度
末
の
期
限
を
見
据
え
、
現

在
売
却
に
至
ら
ず
、
解
体
と
な
っ
た
場

合
で
も
期
限
に
間
に
合
う
よ
う
設
計
費

用
を
予
算
措
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

再
質
問
公
適
債
活
用
に
至
っ
た

経
緯
を
伺
う
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】公
適
債
は
、

借
入
額
の
50
％
の
交
付
税
措
置

を
受
け
ら
れ
る
点
が
有
利
、
ま
た
大
洋
小

建
設
当
時
は
合
併
特
例
債
の
充
当
を
大

洋
小
に
約
９
億
円
、
次
の
旭
小
に
約
９
億

円
と
考
え
て
い
た
が
、
物
価
高
騰
に
よ
り

大
洋
小
の
設
計
費
が
上
昇
、
ま
た
結
果

的
に
旭
小
も
総
事
業
費
30
億
円
か
ら

50
億
円
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
た
。
こ
れ

ら
か
ら
合
併
特
例
債
の
み
で
は
財
源
が

厳
し
い
こ
と
か
ら
、
当
時
創
設
さ
れ
た
ば

か
り
の
公
適
債
を
活
用
す
る
に
至
っ
た
。

問
旧
白
鳥
東
小
、
旧
白
鳥
西
小

の
優
先
事
業
者
の
審
査
・
交

渉
状
況
を
伺
う
。
ま
た
解
体
整
備
と
な

り
得
る
旧
小
学
校
の
設
計
か
ら
解
体
費

用
の
概
算
金
額
と
公
適
債
を
活
用
し
た

際
の
実
質
負
担
額
を
伺
う
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】
旧
白
鳥

東
小
は
審
査
会
を
通
過
し
、

10
月
29
日
に
地
域
住
民
へ
説
明
会
を
開

催
、
12
月
11
日
に
も
第
２
回
説
明
会
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
旧
白
鳥
西
小

は
審
査
会
を
12
月
24
日
に
予
定
し
、
合

格
点
以
上
と
な
っ
た
際
は
優
先
事
業
者

と
し
て
手
続
を
進
め
て
い
く
。

　

解
体
撤
去
工
事
費
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
実
施
設
計
業
務
を
発
注
し
て
お
り
、

詳
細
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

参
考
に
令
和
５
年
度
に
施
工
し
た
旧
串

挽
小
解
体
費
用
は
予
定
価
格
１
億
９
︐

１
６
８
万
６
，０
０
０
円
で
あ
る
。
近

年
の
工
事
費
等
高
騰
を
勘
案
し
、
１
校

当
た
り
解
体
費
用
総
額
を
２
億
円
と

想
定
し
た
場
合
、
公
適
債
を
活
用
す
る

と
市
の
実
質
負
担
額
は
総
額
の
55
％
、

１
億
１
，０
０
０
万
円
と
見
込
ま
れ
る
。

高齢者・障がい者の介護負担軽減・自立生活支援策について
髙埜　栄治

大洋地区小学校跡地利用について
鬼澤　治男

一
般
質
問　
髙
埜　
栄
治 

議
員　
／　
鬼
澤　
治
男 

議
員
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不登校といじめの問題について
高野　衛

問
不
登
校
が
小
学
校
低
学

年
ま
で
も
増
加
し
て
い

る
中
、
市
内
の
小
中
学
校
で
の

不
登
校
と
い
じ
め
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
不
登
校

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

取
組
と
し
て
学
校
が
楽
し
い
と

思
え
る
よ
う
な
魅
力
的
な
学
校

づ
く
り
が
大
切
だ
と
考
え
て
お

り
、
全
て
の
学
校
で
授
業
改
善

を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
不

登
校
と
な
っ
た
児
童
生
徒
に

は
、
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や

適
応
指
導
教
室
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
な
ど
、
児
童
生
徒
の
実
態

に
応
じ
た
支
援
を
行
い
、
最
終

的
に
は
自
立
に
向
け
た
学
習
支

援
を
目
指
し
て
い
る
。
い
じ
め

問
題
の
増
加
に
つ
い
て
は
、「
学

校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
対
応
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
し
て
い
る
。

再
質
問
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

の
役
割
と
利
用
の

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
登
校
し

て
も
ク
ラ
ス
に
入
れ
な

い
子
を
含
め
、
学
校
と
つ
な
が

り
な
が
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で
過

ご
せ
る
場
所・登
校
す
る
時
間
、

何
を
し
て
過
ご
す
か
な
ど
を
自

分
で
決
め
て
過
ご
し
て
い
く
場

所
で
あ
る
。
児
童
生
徒
個
々
に

応
じ
た
支
援
を
行
い
登
校
や
ク

ラ
ス
へ
の
復
帰
を
目
指
し
て
い

る
。
実
際
に
通
室
し
た
児
童
生

徒
の
中
に
は
ク
ラ
ス
に
戻
る
こ

と
が
で
き
た
り
、
高
校
進
学
も

で
き
た
事
例
も
あ
る
。

再
質
問
現
在
、
大
洋
中
の

１
校
だ
け
、
各
学

校
へ
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
広
げ

て
い
く
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
教
育
長
】
他
の
学
校

に
も
同
様
の
環
境
を
整

備
す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
お

り
、
今
後
、
関
係
部
署
と
協
力

し
て
検
討
を
進
め
る
。

問
い
じ
め
ゼ
ロ
に
向
け
て

の
取
り
組
み
と
い
じ
め

発
生
後
に
問
題
解
決
に
至
っ
て

い
る
の
か
を
伺
う
。

答
【
教
育
長
】
い
じ
め
に

つ
い
て
は
、「
い
じ
め
ゼ

ロ
」
を
目
指
し
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、
初
期

段
階
の
い
じ
め
認
知
件
数
の
約

８
割
は
解
消
し
て
お
り
、
進
級

な
ど
を
し
な
が
ら
ほ
ぼ
全
件
解

消
し
て
い
て
、
見
逃
し
も
含
め

ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
目
標
を
掲

げ
て
い
る
。
学
校
内
で
は
人
権

教
育
や
道
徳
教
育
の
充
実
、
協

働
的
な
学
び
を
通
じ
て
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
人
間
関
係
づ

く
り
を
重
視
し
、
相
手
を
尊
重

し
た
り
、
思
い
や
り
の
気
持
ち

を
育
て
る
よ
う
に
し
て
、
い
じ

め
ゼ
ロ
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

議会映像配信をご利用ください

いつでもどこでも
開かれた議会へ！

　本会議の様子は、インターネットを使用したライブ中継や録画配信を行っています。インターネッ
ト環境があればいつでもどこでも議会を視聴することができますので、ぜひご活用ください。
（録画配信は概ね１週間程度で反映されます）

〈視聴方法１〉 〈視聴方法２〉

①鉾田市議会を検索
検　索鉾田市議会 議会中継のページに　

直接アクセスできます

②�ホームページ内「議会中継」を
クリック

③�ライブ中継は議会が開始する
までそのままでお待ちください。
　�録画配信は会議名一覧等から
該当するものをクリック

　 お 知 ら せ　 

一
般
質
問　
高
野　
衛 

議
員

12



　 視 察 研 修 報 告　 

　平成28年7月に茨城県モデル事業として始まった当市が実
施する5歳児健診を、埼玉県桶川市議会の立憲、国民、維新
の会の皆様が視察されました。5歳児健診の流れや健診内容、
健診する医師や心理師など多職種のスタッフによる問診、観
察、講話、相談、事後フォローなど就学前の発達のスクリー
ニング、保護者自身に5歳児としての発達に関心を向けても
らい支援につなげることや、今後の就学に向けての教育委員
会との連携など熱心に質問されていました。

　福島県会津若松市にあるAiCTコンソーシアムでは、会津若松市や会津大学、多くの民間企業などが
参画し、市が中心となり整備したデジタル情報プラットフォーム「会津若松＋

プラス
」の活用が図れており、

具体的には防災分野におけるリアルタイムな情報共有、医療・介護分野でのデータ連携、さらには観光
分野での人流データ分析など多岐にわたる事業が紹介されま
した。
　会津若松市におけるスマートシティの取り組みは「技術あ
りき」ではなく「地域課題の解決」を明確な目的として進め
られている点であり、行政が主導しつつも民間の知見やスピー
ド感を積極的に取り入れ、地域特性や実情を踏まえ、市民に
寄り添ったまちづくりが進められていました。

　山形県長井市では、国のデジタル専門人材派遣制度を活用し、
NTT東日本本社から社員の派遣を受け、デジタル推進室を設置し
ました。市営路線バスの乗降データを無線通信と個体識別情報を
埋め込んだIDタグを用いて情報をやり取りする技術、通称RFID
を活用して効率的かつ効果的にデータを収集・分析し、その乗車
傾向から現行バス停や時刻表の改善を行っており、またキャッシュ
レス決済の普及、決済データの利活用を目的にデジタル地域通貨「な
がいコイン」が展開され、実際に購入し利便性を実感してきました。
またスマホアプリを活用したレジ無し決済の無人店舗、通称スマー

トストアの設置やデジタル機器を活用した有害鳥獣対策など数多くの事業が進められていました。
　スマートシティとは、最先端技術を導入すること自体が目的ではなく、地域の課題を的確に捉え、市
民一人ひとりの暮らしをより良くするための手段であることを改めて再認識しました。

埼玉県 桶川市議会　立憲、国民、維新の会
5歳児健診について　（視察の受入れ　令和7年11月21日）

福島県
会津若松市

スマートシティの取り組みは「技術ありき」ではなく
「地域課題の解決」

山形県
長井市 スマートシティで住民の生活の質を向上

総務企画常任委員会及び経済建設常任委員会〔合同視察研修〕
（令和７年11月４日～11月６日）

目的 　�先進的にデジタル化を推進しているスマートシティを調査研究することにより、
地域の課題を解決し、住民の生活の質を向上させるため

5歳児の保護者への就学前の心構え、就学相談につい
て教育委員会が行う講話風景を視察

行
政
視
察〔
埼
玉
県
桶
川
市
議
会　
立
憲
、
国
民
、
維
新
の
会
〕／　
総
務
企
画
常
任
委
員
会
及
び
経
済
建
設
常
任
委
員
会〔
合
同
視
察
研
修
〕
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　 委 員 会 活 動 報 告　 

総務企画常任委員会（12月15日）
【所管事務調査】
〇�鉾田市消防団組織再編等に向けた取組みについて
　主な取組みである①持続可能な消防団再編成、②消防
団の処遇改善、報酬や報奨金の見直し条例改正、③消防
団への加入促進、④団員の負担軽減と協力体制の構築、
装備品等の充実など4点について説明を受け、委員から、
加入促進、報酬などについて質疑が行われました。

〇次期鉾田市総合計画の策定について
〇鉾田市まちづくり計画の変更について
〇�鉾田市DXの現状と課題及び鉾田市DX推進計画の延長に

ついて

【意見交換会】
　鉾田市区長会役員と「行政区の抱える課題と今後のあ
り方について」をテーマに意見交換を行い、「行政区加入
のメリットがなければ、新規加入は難しい。」「便利なコミュ
ニティバスを巡回できる方法を考えください。」など多く
の貴重なご意見をいただきました。

【請願審査】　審議結果：趣旨採択
〇�陳情第 07-1 号
　陳情書の書式制定、又、有効活用してもらう件に関する陳情書は、新様式を作成することで
趣旨採択となりました。

経済建設常任委員会（12月17日）
【所管事務調査】
〇�大竹海岸養浜工事の進捗について
　砂浜の減少が著しい大竹海岸鉾田海水浴場は、県発注に
よる養浜工事が海水浴場開設前に行われたことにより、令
和７年の夏の大竹海岸鉾田海水浴場は開設に至り、大勢の
来場者で賑わい、海水浴場は歓声と笑顔に包まれました。
　本委員会では、その後の海水浴場の現状確認のため、現
地に赴き調査を行いました。令和７年の県工事では費用約
4千万円で、海水浴場開設を目的とした約１万２千㎥の砂
が搬入されたとのこと。引き続き、令和８年も県による養
浜工事等が検討されていることを確認しました。
　また、波や風、海流等の作用によって、年間約３万７千
㎥の砂が流失している現状から、県では砂の流出を食い止
める方法のひとつとして、ヘッドランドや人工リーフなど
の物理的な構造物の設置について検討を進めているとの説
明を受けました。　
　鉾田の魅力ある観光資源のひとつである大竹海岸鉾田海
水浴場の今後について、本委員会は引き続き注視してまい
ります。

委
員
会
活
動
報
告
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　 委 員 会 活 動 報 告　 

厚生文教常任委員会（12月16日）
【請願審査】　審議結果：趣旨採択
〇�陳情第 07-2 号　
　臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止し、国民が知らずに犯罪に巻き
込まれることを防ぐための環境整備等を求める意見書提出の陳情については、提起されている
趣旨には一定の理解ができるものの、不明瞭な点があることから、趣旨採択となりました。

【所管事務調査】
〇�旭・大洋保健センターの運営体制の見直し（案）について
　現在、旭・大洋保健センターで職員が常駐していますが、
母子保健事業が子ども家庭センターへ移行したことに伴い、
両センターへの来所者が減少したことから、鉾田保健センター
へ職員の集約を検討していく説明があり質疑が交わされました。

〇�地域クラブ推進の現状とこれからについて
　部活動の課題として、少子化への対応と教職員の負担軽減
が挙げられ、今後は土・日曜日を地域クラブに移行していく
とのことでした。指導者確保や保険加入の有無、活動場所の
借用、部活動の種目など詳しく説明を受け、質疑では、文化
芸術の部活、大会の開催、アンケート調査についてなど活発
な質疑が交わされました。

〇�地域コミュニティ・スクールの成果と課題及び展望について
　「鉾北ひまわり学園」における成果として、自主運営ができ
ており、課題は人材の発掘・育成、成果が出るまでに時間が
かかることなどの説明がありました。
　展望として、学校運営協議会への理解を深めていく、地域
の人材を発掘する、自主運営体制登録堅持など詳細な説明を
受けました。地域コミュニティ・スクールの理解を深めるこ
とができました。

〇�幼稚園教育の現況について
　旭幼稚園、鉾田幼稚園、つばさ幼稚園の３園を視察し、施
設の状況、幼稚園事業の活動内容を実際に園長や主任先生の
意見を聴くことができ各園の特徴や現状を知ることが出来ま
した。

　 議 員 の 失 職　 
　井川 茂樹 議員の、鉾田市長選挙立候補を受け、公職選挙法第90条の規定により令和７年10月19日
付で、市議会議員の職は失職となりました。

　 議 会 報 告 会　 
　例年２月に開催しておりました議会報告会については、本年は開催を
見送ることとし、代わりに市議会に設置する各委員会が主体となった市
民との意見交換会を実施いたします。
　意見交換会の詳細については、議会事務局までお問い合わせください。

委
員
会
活
動
報
告　
／　
議
員
の
失
職　
／　
議
員
報
告
会
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理解できた
11%

概ね理解できた
67%

未回答
22%

理解できた
17%未回答

22%

概ね理解できた
56%

あまり理解
できなかった

5%

未回答
16% 行政のチェック

23%

政策提案
42%

議員の政治姿勢
16%

SNS等の
活用による
情報発信
3%

〔複数回答可〕

ア ン ー 結ケ ト 果

鉾
田

市
議

会
だ

よ
り

N
o.82 2026.1

.31
発
行
／
鉾
田
市
議
会
　
編
集
／
鉾
田
市
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
311-1592　

茨
城
県
鉾
田
市
鉾
田
1444番

地
1　
☎
0291-36-7939

　
FAX 0291-33-6002  Eメ

ー
ル
 gikai@

city.hokota.lg.jp

編
集
委
員

委 員 長　鬼澤　治男
副委員長　水上美智子
委　　員　久保田　豊　 土子　勝也
　　　　　羽成　洋一　 小沼　　勝
　　　　　根嵜　　眞　 入江　　晃

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

3月2日㈪〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所３階事務局前
にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。
※日程は変更になる場合があります。

令和８年第１回定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

3/1 2 3 4 5 6 7
本会議

（開会）
会派代表質問
・一般質問

一般質問 一般質問 常任
委員会

8 9 10 11 12 13 14
常任

委員会
本会議 本会議 予算特別

委員会

15 16 17 18 19 20 21
予算特別
委員会

予算特別
委員会

春分の日

22 23 24 25 26 27 28
予算特別
委員会

本会議
（閉会）

29 30 31 4/1 2 3 4

※日程は変更になる場合があります。
令和7年第4回定例会延べ傍聴者数 　　　51名
議会映像配信視聴数　　　　　　415アクセス

(令和７年12月４日～令和７年12月19日)

■その他、市議会についてのご意見 ――――――――――――――――――――――――
・ヤジも私語もなく静かな議会だった（男性／70代）
・�今後、市長の政策へ期待（男性／70代）
・�公共交通対策として広域連携が重要。大洗、鹿嶋、行方、県、バス、鉄道会社との連絡協議会設置を

望む。また、車なしで買い物をする、病院に行く等の体験会を開催して、議員、市民、行政間で情報
交換してください。（男性／60代）

・正面モニターの文字が小さいので傍聴席にも少し小さいモニターを設置したらどうか。（男性／70代）

　傍聴者のみなさまに「鉾田市議会に関するアンケート」のご協力をお願いいたしました。その結果
21 名の方からご意見をいただくことができました。下記にアンケート結果の抜粋を掲載いたします。

今後も市民に開かれた議会を目指すため実施する予定ですので
みなさまの議会に対する声をお聞かせください。
アンケートにご協力いただきありがとうございました！！

鉾 田 議 に す市 会 関 る

議員の発言について 執行部の発言について 議会・議員に期待すること


